
［成果情報名］土着天敵タバコカスミカメを利用したトマトのコナジラミ類防除技術 

［要約］タバコカスミカメは施設果菜類のコナジラミ類に対し有効な捕食性天敵である。

県内でも土着個体群を採集でき、天敵温存植物により防除効果が安定する。 
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［背景・ねらい］ 

トマトの重要害虫であるタバココナジラミはトマト黄化葉巻病を媒介することから、栽

培期間を通じて低密度に抑制することが必要とされている。一方でタバココナジラミの防

除のために化学合成殺虫剤を過度に使用すると、感受性の低下を助長させることから、化

学合成殺虫剤以外の防除資材によりタバココナジラミを低密度に管理することが必要であ

る。そこで、化学合成殺虫剤以外の防除資材として、三重県内でも採集できる土着捕食性

天敵であるタバコカスミカメを放飼利用することでコナジラミ類防除効果が得られる。ま

た、天敵温存植物を利用することでタバコカスミカメを安定して利用できる。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．トマト施設内にタバコカスミカメを株あたり 0.5 頭以上放飼することにより、その成

虫および幼虫がタバココナジラミの主に卵、幼虫を捕食してタバココナジラミ密度を

抑制することが可能である（図１，図２）。 

 

２．タバコカスミカメはクレオメ、バーベナ等の天敵温存植物を利用することで、

施設内のコナジラミ類が低密度環境でも密度を維持することが可能なため、防除

効果が安定しやすい（図３，図４）。   

 

３．タバコカスミカメは三重県内でもゴマ栽培ほ場で採集が可能であり、クレオメ

で簡易に増殖可能であるため、特定防除資材として利用できる。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．農業研究所でもタバコカスミカメの県内採集個体群を増殖・維持しており、三重県内

の栽培施設での特定防除資材としての利用目的であれば規定にのっとり分譲可能であ

る。 

 

２．特定防除資材としてタバコカスミカメを利用する場合でも、使用場所、使用年月日及

び使用数量等を記録する必要がある。  

 

３．タバコカスミカメがトマト上で高密度となると、トマトの新葉、生長点付近の茎、ま

れに果実を加害し被害が発生する可能性がある。 

 

４．ミニトマト品種ではタバコカスミカメの加害により、減収にいたる被害が発生する可

能性がある。  

 

５．タバコカスミカメ放飼だけでは、トマト黄化葉巻病の感染拡大を防ぐことはできない

ため、感染リスクが高い 8 月～9 月は従来どおりの防除対策を行うことが重要である。 




